
＜ご注意＞
この解答は、株式会社建設経営サービス
（KKS)が作成したもので、試験機関による
正式な採点結果を保証するものではありません。
あくまで解答例としてご利用ください。
また、配点及び合格ラインもKKSの予想です。
本解答例の著作はKKSに帰属します。予告なく
内容を変更する場合があります。

★予想合格ライン７０点

流動性分析とは、貸借対照表における流動資産と流動負

債のバランスを測定し、企業の短期的な支払能力を分析

するものである。流動性の分析には、おおむね、①支払

手段と支払義務の比率により表現する方法（当座比率、

流動比率等）、②特定の資産・負債項目の保有状態や滞

留状態を把握する方法（保有月数、滞留月数等）、③支

払手段と支払義務の差額を提示して表現する方法（資金

運用表、資金収支表等）の３つの方法により測定する。

なお、建設業においては、個別受注請負生産業であり、

大量見込生産方式を採用できず、比較的生産期間の長い

ものが多いことから、棚卸資産は経営の基本財産ではな

いという特性に配慮すべきである。そのため、流動性に

関しては、工事に直接的に関連して発生する未確定の費

用と収益、すなわち未成工事支出金とそれに対応する未

成工事受入金という未成工事勘定を除いて分析すること

が多い。
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